
●入射光550 nmにおけるセル全体の透過率は40%以上を
示した。両面発電を確認でき、半透明OPVの作製に成功した。

●上部電極の金属材料を変えることにより、同一の活性層
材料で、色制御が可能であることが分かった。

●ITO側から入射した場合、金属材料によらずほぼ同等の

性能を示し、変換効率は約3%であった。
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低バンドギャップポリマーを用いた
半透明有機薄膜太陽電池の作製と色制御
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1. 基板洗浄 2. スピンコーティング

3. スピンコーティング 4. 真空蒸着
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電極 Jsc
(mA/cm2)

Voc (V) FF 変換効率
（%）

Au 7.9 0.67 0.58 3.1
Ag 7.7 0.65 0.56 2.9

Cu/Al 8.6 0.72 0.49 3.1
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研究のコンセプト

②金属極薄膜の材料の種類を変え、
電極かつ光学フィルターとして使用

色の制御

セルの特性評価

電極 Jsc
(mA/cm2)

Voc (V) FF 変換効率
（%）

Au 5.5 0.65 0.58 2.1
Ag 4.8 0.69 0.51 1.7

Cu/Al 3.5 0.63 0.57 1.3

両面発電が確認された。また、ITO側から入射した
場合の特性は、電極によらずほぼ同じであった。
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半透明な有機薄膜太陽電池（OPV）は、軽量でフレキシブル

であるという特長を持ち、低コストかつ大面積化が可能である

ことから、ビニールハウス、建物の窓やブラインドなどサン

シェード機能を持つ部材などへの応用が期待されている1 。

近年、低バンドギャップ半導体ポリマーとC70フラーレン誘導

体を用いた高効率なOPVが開発された2,3。これらの材料は、

可視光領域の光を広範囲に吸収する。本研究では、この性質

を利用した半透明太陽電池の新規色制御法を提案する。
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